





ニントランスポーターの 5-HT 再取り込みを選択的に阻害して、5-HT 濃度を維持して抗う














5-HT前駆体の TRP 欠乏食で飼育することにより脳内の 5-HT量を低下させたマウスに長
期間な予測不可能なストレス（Chronic unpredictable stress、CUS）を負荷させ、うつ動物
モデルを作成した。これらに対してさらに身体運動（中∙高強度）を継続的に行わせた。具
体的な方法としては、C57BL/6 マウスを(1) コントロール、(2) TRP 欠乏食、(3) TRP 欠乏
食 + ストレス、(4) TRP 欠乏食 + ストレス+ 中強度運動、(5) TRP 欠乏食 + ストレス+ 高
強度運動の 5 群に無作為に群分した。そして、(3)~(5)群のマウスには 4 週間の CUS を負荷


























5. 海馬での TRP および 5-HT 量は TRP 欠乏食飼育により共に低下した。この低下は定期
的な運動により改善しなかった。しかし、継続的な運動を行わせた群では中強度および高
強度運動ともに海馬のノルアドレナリンが増加した。
[ まとめ ]
TRP 欠乏単独はうつ様行動を引き起こさせず慢性的なストレスがうつ様行動を引き起こ
させることが示唆された。そして、継続的な運動は中強度および高強度の運動ともに脳内
5-HT 量の改善を伴わずにストレス由来のうつ様行動を防ぐことが示唆された。また、運動
によるうつ様行動の改善には運動によるノルアドレナリンの増加、海馬での神経新生の増
加が関係する可能性が示唆された。一方、TRP 欠乏は単独でも記憶力の低下をもたらし、
継続的な運動は短期記憶のみを改善することが示唆された。
